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グリーン購入に取り組む上での課題

グリーン購入に取り組む上での課題
• グリーン購入法の判断基準や対象品目の範囲の記述が難しい

都道府県・政令市では最も多い要因、区市町村は３～５番目

図 グリーン購入を実施できない要因－分野別順位（都道府県・政令市） 図 グリーン購入を実施できない要因－分野別順位（区市町村）

出典：平成30年度 地方公共団体のグリーン購入に関するアンケート調査（環境省）
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環境配慮契約に取り組む上での課題

環境配慮契約に取り組む上での課題
• 「評価項目や基準設定が明確でない、専門的で難しい」 全体で２番目に多い課題

出典：平成30年度 地方公共団体の環境配慮契約に関するアンケート調査結果（環境省）
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効率的な基準策定

多くの担当者が理解しやすく、判断しやすい情報として、環境ラベルやグリーン購入
法適合表記を活用することが有効。

出典：グリーン購入の調達者の手引き（環境省）

出典：グリーン購入の調達者の手引き（環境省）

出典：グリーン購入導入キット（案）（環境省）
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地方公共団体の調達方法

地方公共団体・国等の機関における調達の仕組み

物品・役務の調達

入札による調達 入札によらない
各課個別の調達

＜特徴＞
• 一定金額以上の調達
• 仕様書で環境要件を規定
• 仕様書作成者が理解していれ
ば実践できる

• 統括しやすい

＜特徴＞
• 小規模の調達
• 仕様書はなく、発注者が自ら
環境要件を確認することが必要

• 各課の全ての発注者が理解して
いることが必要

• 統括しにくい
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効率的な調達方法-1

単価契約物品を、グリーン購入調達基準を満たした商品のみにする。
➡ 原則としてグリーン購入率は100％となるため、確認が不要となる。

出典：2021年度共用物品見積仕様書（福山市ホームページ）
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効率的な調達方法-2

物品購入の入札仕様書に、グリーン購入法適合等の環境要件を盛り込む。
➡ 事業者は仕様書の要件を満たした物品を収めるため、調達基準を満たした
物品の調達が容易となる。

出典：某県立大学における複写機調達の仕様書（一部抜粋）
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効率的な調達方法-3

調達基準を満たした製品情報のリストを作成したり、製品の環境情報が揃っている
情報源（「エコ商品ねっと」、商品カタログ等）を職員に周知し、調達基準を満たした
商品にたどり着きやすくする。
➡ 利用する媒体や環境ラベル・表示を指定することで、グリーン購入しやすくする。

写真 通販ウェブサイトでの表示例 グリーン購入ネットワーク（GPN）が運営するエコ商品ねっと
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まとめ

• グリーン購入は、その団体に適した調達基準で継続的に行うことが重要であり、その
ためには効率的に行える仕組みが必要。

• 効率的にグリーン購入を行うには、消耗品類の単価契約や入札をうまく活用すること
が有効。

• 各課が個別に購入する場合も、調達基準を満たした製品情報を確認したり、入手
できる媒体やウェブサイト等を紹介したりし、情報にたどり着きやすくする工夫が大切。

• 調達方針未策定の地方公共団体においては、まずは、製品等情報の確認が容易
で実施可能な品目から策定し、徐々に範囲を拡大していくことも一つの手法。




